

下地金属別実践工場塗装マニュアル　創刊記念コラム
野平外装技術研究所の『Ｐａｉｎｔ　Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ』
　　　　－　焼付塗装の新しい潮流を求めて　－
エピローグ　焼付塗装の未来予想図
　私の焼付塗装とのかかわりは、まさに『現状打破』、『新しい塗装技術への挑戦』の歴史であったと思います。1987年に、熱可塑性フッ素樹脂高温焼付塗装（カイナー500系）を導入した時には、日本国内は、通称、デュラクロン、熱硬化形アクリル焼付塗装が全
盛期で、国内のコーターは皆、2ベークシステムのラインを引いていて、特段の問題もないように思われました。
　しかし、私的には、赤や青といった原色を外装に採用すると、紫外線劣化で色褪せが生じ、しかも均一な劣化ではないので、塗装面がまだらになってしまうという問題点を抱えていました。そうなったら塗り替えればいいとの意見もありましたが、超高層化が進んでいる中で、塗り替えは困難を極めると感じていて、少なくとも、20年間は塗膜性状が安定している塗料が必要と思っていました。そんな時にカイナー500系に出会い、導入をしました。
　1ベークシステムのラインですから、設備の切り替えが必須で、当時のコーターの中には抵抗を示すところもありました。しかし、大手塗料メーカーは、皆、1年半でライセンス契約の下、カイナー500系を製造するようになり、急速に切り替わっていきました。そして『外壁仕上げはふっ素！』が合言葉となり、日本では20年以上にわたり、席捲していました。
　一方、環境問題に敏感なヨーロッパを中心に高耐候性ポリエステル粉体塗装が1980年代から採用され始めていました。そして2000年には高層ビルの外装に採用されるまでになっていました。
　2005年、私はドイツ、オーストリーに行き、これらの粉体塗装の実態を調査してきました。塗膜性能の優秀性を目の当たりにしたのはもちろんですが、そのデザイン性、意匠性の高さは、設計者から大いに受け入れられると感じ、2006年に、いち早く中規模ビルの外装に採用しました。その後、2010年には超高層ビルの外装にも採用し、認知されるようになりました。
　が、ふっ素神話が強い日本では、高耐候性ポリエステル粉体塗料とふっ素粉体塗料のブレンド品、ハイブリッド粉体塗装がヒットしそうな状況となってきました。私の持論は、以前にも書きましたが、何でもかんでもハイブリッド粉体塗装とするのは行き過ぎで、合理的な使い分けが重要だと思っています。
　この辺りは、日本の焼付塗装に関係する技術陣がどのように考えるかにかかっているでしょう。
　現在、私が委員長となって、軽金属製品協会の中で『粉体塗装の促進劣化試験方法開発委員会』を立ち上げていますが、その対象塗料が、ハイブリッド粉体塗料で、沖縄2年の自然暴露の状況を、100～200時間程度で再現できる『超促進劣化試験方法』の開発に取り組んでいます。2018年度中にはその方向性を出せるのではと考えています。
表題の『焼付塗装の未来予想図』ですが、外装材には、益々、高度な意匠性、デザイン性が求められていくでしょう。かつより高性能、高耐候性の塗料の開発が望まれるでしょう。1987年からこれまでの30年、そしてこれから何年従事できるかは神のみぞ知るですが、力尽きるまで、『焼付塗装の未来予想図』の作成にかかわり続けられたら、本当に幸せだと思います。
　都合、6回に分けて、私の焼付塗装に対する係りと今後の希望めいたことを書かせていただきました。今回の実践マニュアルの作成メンバーもそうですが、この塗装業界には、新しい方向へと導いていくことができるオピニオンリーダーの方がかなりおられます。
　ただ、建設業界の多層構造が故、それらの方々が、最前線で発言できる場が、ほとんどないのが実情です。一方、欧米では、施主、設計者、ゼネコン、サブコン、メーカーがそれこそフラットな関係で、それぞれの専門分野の発言には敬意を表して聞いている姿を見受けます。技術者同士なら、本来、こうあるべきで、だからこそ技術が進歩していくのだと思います。
　日本も旧態然とした重層構造には別れを告げて、忌憚のない意見交換の場を作りようにすべきと考えます。今回作成し上掲した『下地金属別工場塗装実践マニュアル』がその試金石となってくれれば幸いです。
以　　上　　
【参考】下地金属別実践工場塗装マニュアルについて
　設計者・監理者・ゼネコン・サブコン関係者、はたまた直接のお客様や自社の教育にまで、焼付塗装に関連する人たちの為に送るこのマニュアルはアルミのみならず、鉄・ステンレスなど様々な金属への焼付塗装に対応した仕様書を含めたマニュアル。ぜひお手元に一冊どうぞ。
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お問い合わせは編集に携わった下記の会社・担当者へお願いいたします。
	㈱田村塗装店
	大川氏
	049-297-5115
	tamura1@apricot.ocn.ne.jp

	筒井工業㈱
	前島氏
	0569-28-4225
	y-maejima@tsutsuik.co.jp

	㈱マルシン
	後藤氏
	048-993-1116
	goto@kk-marusin.com

	㈱宮越工芸
	加納氏
	0766-20-3854
	gijyutu@miyakoshikogei.co.jp
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